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石川県金沢市でアオタテハモドキ採集さる

松 井 正 人

石川県金沢市で、38年ぶり

にアオタテハモドキが採集さ

れたので報告する。アオタテ

ハモドキは、九州南部から南

西諸島にかけて記録されてい

るが、年間を通じて生息して

いるのは、八重山諸島のみと

されている。

県内で採集されたのは、

1965年の珠洲郡内浦町能登小

（ 、木駅で採集された個体 武藤

1967）に続く２頭目で、今回

の採集は38年ぶりの記録とな

る。

２００４年８月１６日 石川県金沢市東力 １♀ 松島 浩

本年（2004年）は、７月２日から５日にかけて台風７号が東シナ海から日本海に進み、

この時期に、鹿児島県や鳥取県でも本種が発見されている。

２００４年７月８日 鹿児島県串木野市下名 １♀ 満留寛喜

２００４年７月３日 鳥取県米子市彦名新田 １♂ 桐原佳介

本県への飛来もこの時期にあった事が考えられ、飛来したのが♀で、その時に産卵して

いたとすれば、今回の採集までほぼ４０日間あり、県内での発生が十分考えられる。今回

採集されたのが綺麗な個体であることからも、発生は十分考えられるが、その後の調査で

は見つかっていない。

最後に、本個体を採集され筆者に発表を委ねられた松島 浩氏、本個体を生きたまま筆

者まで届けていただいた澤田 博氏の両氏に厚くお礼申し上げる。

《 参考文献 》

武藤 明（1967）石川県で採れた蝶３種．蝶と蛾 17(1/2):49.

《まつい まさと 〒920-3121 金沢市大場町東871-15》

ＴＯＢＵ Ｎｏ.１７０ ＯＣＴ. ２００４

採集直後のアオタテハモドキ（松島 浩氏撮影）
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舳倉島で初採集されたニイニイゼミ

日 吉 芳 朗

能登半島沖50kmに浮かぶ周囲４km程の孤島舳倉島に生

息するセミは、これまでツクツクボウシ１種しか知られ

ていなかった（堀、1990；徳本、1995 。ところが、島）

を良く訪れるバードウォッチャーの渡部良樹氏から、

2003年８月にニイニイゼミの声を聞いたと筆者に連絡が

入った。そこで、2004年の発生期には、舳倉島分校の生

徒や先生に、セミの採集をお願いしておいたところ、同

、 。校の南 裕治先生が ニイニイゼミ１頭の採集に至った

今回の採集は、同島に於けるニイニイゼミの初記録で

あり、南先生によれば、複数のニイニイゼミが鳴いてい

たとのことである。

2004年７月22日 輪島市舳倉島 １♂採集 南 裕治

記録を発表するにあたり、舳倉島の昆虫情報では大変お世話になっている国立市の渡部

良樹氏、ニイニイゼミを採集し筆者まで届けていただいた輪島市立上野台中学校舳倉島分

校の南 裕治先生に厚くお礼申し上げる。

《 参考文献 》

堀 紳二(1990)日本海の島を訪ねて．ＣＩＣＡＤＡ,9(4):9-12.

徳本 洋(1995)石川県内セミ分布情報の過去、現在．翔(112):1-6.

《ひよし よしろう 〒928－0001 輪島市河井町1部64－1》

キアゲハの異常産卵例

生 田 省 悟

2004年９月３日12時48分、金沢市角間町金沢大学教育学部前の芝生を通りかかったとこ

ろ、スレたキアゲハ♀が地面すれすれをゆっくりと飛翔。そのうちクローバ葉表面で産卵

行動を取った。確認したところ葉上に1卵が産みつけられていた。付近はもとより、その

一帯にセリ科植物は見当たらず、明らかに異常産卵と思われる。

所用のため ゆっくりと観察できなかったが 産卵後も周辺を離れる様子は見られなかっ、 、

た。当該の１卵は持ち帰り、その後の経過を観察することとした。

《 》いくた しょうご 〒921-8105 金沢市平和町3-22-10

舳倉島で採集されたニイニイゼミ

ＴＯＢＵ Ｎｏ.１７０ ＯＣＴ. ２００４
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石川県小松市で大発生したルリボシカミキリ

富 沢 章

2003年の７月上旬に知人のＴ氏から 「敷地内でルリボシカミキリが採れた」と電話が、

入った。Ｔ氏の自宅は小松市の山間地にあり、キノコを栽培している。付近は、春にはギ

フチョウが、夏にはカブトムシが採れる自然に恵まれた里山である。当初は移入したキノ

コの原木から一時的に発生したのだろうと思っていた。しかし、７月17日に 「ルリボシ、

がいっぱいいる」との電話が入って見に行くと、狭い水槽に20頭以上の本種がひしめいて

いたので、びっくりした。

７月後半になると、家の敷地内ばかりでなく、付近の道沿いのリョウブの花に本種が飛

来しているのが見られるようになり、あたり一帯はルリボシだらけとなった。結局、Ｔ氏

や筆者は、７月末までに40頭余り採集したが、発生した個体は100頭以上と思われた。

発生源は、写真のように、屋根の部分だけ黒いカンレイシャを張ったパイプハウスの中

であり、採集個体の大部分はここで得られている。パイプハウス内には、ハンノキとクル

ミの原木がたくさん積まれており、ルリボシカミキリは、ハンノキの原木から羽脱したも

のと思われた。このハンノキ原木は、３年前に近くの林から切り出したもので、ナメコ菌

を植え、ハウス内に静置しておいたものである。

なお、当地のルリボシカミキリは、2001年と2002年にも数頭づつ採集されているが、今

年のような大発生ではなかった。

当地でルリボシカミキリが発生した要因については、以下の事が考えられる。

（１）幼虫食入木の人為的な移動による二次発生

（２）ブナ帯からの単発的な成虫飛来による二次発生

（３）低山地への分布拡大

（１）については、Ｔ氏が利用している原木は、すべて近隣から採取しているので可能

性はない。しかし、近くに幼虫食入木が移入され、そこから当地へ飛来し二次発生した可

能性は残されている （２）については、大型で飛翔力が弱く、個体数の少ない本種が遠。

方から到達することはあまり考えられない （３）については、高桑（2000）によって、。

関東南部における本種のシイ、カシ帯への進出と分布拡大が報告されている。しかし、県

内ではこれまでに低標高地における記録は、目撃すらされていないので可能性が低いと思

われる。以上のように発生要因は不明だが、その解明のため、2004年以降の発生状況に注

目したい。

本種の発生について、いろいろと情報をいただき、何度も応対していただいたＴ氏に深

く感謝する。なお、Ｔ氏は発生源が敷地内であり仕事場でもあることから、公表には消極

的であったが、なんとかお願いして発表させていただいた。今後、当地で観察採集される

方は、Ｔ氏の敷地内には絶対に立ち入らないようにお願いする次第である。
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■ルリボシカミキリの採集記録

採集地：石川県小松市布橋

（標高60ｍ）

2003年7月 2日 1頭

2003年7月 8日 2頭

2003年7月11日～17日 22頭

2003年7月20日～28日 13頭

（他に20頭以上目撃）

2003年7月30日 3頭

《 》参考文献

高桑正敏（2000）南部フォッサマグナ地域におけるルリボシカミキリの分布拡大とその周辺．

月刊むし（353 ：2-17．）

《とみさわ あきら 〒923-0911 小松市大川町３丁目 71 》

石川県のクロスキバホウジャクの採集記録

富 沢 章

クロスキバホウジャク （Bremer）は、これまでに小松市と鶴来町のHemaris affinis

（ ， ） 、 。２カ所から 石川県の昆虫 1998 得られているにすぎず 採集記録の少ない種類である

近年、下記のとおり採集されたので報告する。

2003年 6月29日 石川郡白峰村大杉谷（700m） １♂ 中西重雄 採集

2002年 8月15日 能美郡辰口町上徳山 １♂ 富沢 章 採集

本種は、名前のとおりハネが透明なスズメガの仲間である。もっぱら昼間活動し、灯火

に飛来することはない。上徳山の個体はクサギの花に飛来してきたものであり、吸蜜時は

採集が容易となるようである。

最後に標本を提供し、発表を許された中西重雄氏に深く感謝する。

《とみさわ あきら 〒923-0911 小松市大川町３丁目 71 》

ルリボシカミキリの発生地
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２００３年アサギマダラ日記

松 井 正 人

■５月31日 海岸でアサギマダラの調査

スナビキソウにアサギマダラが飛来していないか、午後から金沢市の専光寺浜へ調査に

出かけるが、海岸は暑くてたまらない。これではアサギマダラはいない。

■７月６日 １月遅れの産卵調査

６月には出かけることができなかったので、１月遅れの産卵調査に出かける。金沢や鶴

来は雨が降っていたが、トンネルを抜けると白峰は晴れていた。毎年産卵が確認できるイ

ケマからは、多数の食痕を観察したが幼虫は少なかった。

尾口村でも、イケマ、オオカモメヅル両種から多数の食痕を観察したが、幼虫はオオカ

モメヅルの１頭しか観察できなかった。６月に多数産卵されるが、半月以上生き延びるも

のは、少ないようだ。

2003年７月６日 石川郡白峰村百合谷 ４幼（イケマ） 松井正人

2003年７月６日 石川郡白峰村百合谷 ３卵（オオカモメヅル） 松井正人

2003年７月６日 石川郡尾口村一里野 １幼（オオカモメヅル） 松井正人

■７月下旬 鉢伏山にアサギマダラがいない

例年なら７月20日過ぎから数多くのアサギマダラが観察できる輪島市の鉢伏山、今年は

雨が続きマーキングに出かけられなかったが、24日は晴上がり、マーキングに出かける。

ところが、輪島は雲が低く、鉢伏山は雲の中。９時からマーキングを始めるが、アサギマ

ダラがいない。午後からは小雨となり、マーキングは14時半で終了。

、 、天候に恵まれず雨宿りしていたアサギマダラ 天気が回復すれば空かした腹を抱え

ド～ンとヨツバヒヨドリに群れるだろうと考え、天候に恵まれた26日、再度、鉢伏山へ出

かける。ところがいない。今回は、前回より早めの８時20分から調査を始めたが、アサギ

マダラがいない。調査は13時で終了。

2003年７月24日 輪島市鉢伏山 ４♂２♀マーキング 松井正人

2003年７月26日 輪島市鉢伏山 ２♂マーキング 松井正人

■８月23日 白山周辺でマーキングポイント捜し

８月のマーキングポイントだった白峰村の白山釈迦林道は、一般車が通行できなくなっ

たため、新たなマーキングポインを捜しに出かける。白峰村百合谷など何カ所か回るが、

午後から調査した一里野スキー場の奥で、複数のアサギマダラを観察する。道は悪いが、

標高1100ｍのポイントまで車で上がれ、14時半から１時間半で13頭にマーキングできた。

2003年８月23日 石川郡尾口村一里野檜倉 １２♂１♀マーキング 松井正人
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■８月30日 宝達山でマーキング会の準備

９月からのマーキング会の準備に、調査を兼

ねて宝達山に出かける。ところが、マーキング

ポイントの頂上周辺は、寒かった。８時の気温

が16度、９時になって17度になったがそれ以上

にはならず、１日中17度。長袖のシャツを着て

いたが寒くてたまらない。１日中宝達山に居た

が、アサギマダラは１頭も観察できず、看板３

枚を設置して帰る。

■９月７日 宝達山で第１回一般参加の

マーキング会

気温は21度、コンディションは最高だがアサ

。 、 、ギマダラがいない それどころか アカタテハ

ヒメアカタテハなどの蝶も少なく、山の虫全て

。 。が少ない感じがした 吉長さん親子５人が参加

１週間前に設置した看板は、大風にあおられ

たのか野外に設置した２枚は、破れたり、紐が切れたりして、吹っ飛んでいたので、急遽

補修。

2003年９月７日 羽咋郡押水町宝達山 １♀マーキング 吉長高嶺

■９月13日 宝達山で昆虫館友の会のマーキング会 10時～12時

台風14号が能登半島沖を通過

し、宝達山の頂上でも大風が吹き

フェーン現象で30度を越す猛暑と

。 、なる ブナの大木も大きく波打ち

枯れ葉が小擦れ合いザワザワと

鳴っていた。アサギマダラは、ブ

ナ林内の林床にたまっているもの

が多く、クルマバハグマ、モミジ

ハグマで吸蜜していた。猛暑大風

にもめげず、４家族16人が参加。

2003年９月13日 羽咋郡押水町宝達山 23♂13♀マーキング 昆虫館友の会

旅をする蝶アサギマダラ

９月頃になると、この辺りでは、渡り鳥のように

「渡り」をするアサギマダラという蝶が、たくさん

見られます。

この蝶の羽に印（マーク）を付けて、どこからど

こへ飛ぶのかを調べるマーキング調査が、日本各地

で行われていて、遠くは台湾まで渡りをしているこ

とが分かってきました。

、 、 、宝達山でマークしたアサギマダラは 京都 三重

徳島、鹿児島、沖縄などで見つかっています。

詳しいことは、山の龍宮城におたずねください

◆アサギマダラの渡りは、全国組織で調べています◆

◆日本鱗翅学会アサギマダラプロジェクト

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

◆アサギネット（藤井 恒 ）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・

◆百万石蝶談会（松井正人）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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■９月15日 宝達山で第２回一般参加のマーキング会

午前中は雲の中だった宝達山、午後から晴れ上がりアサギマダラも飛び出した。宝達山の雲が取

、 。 、 、れたことで 一般参加者も午後から集まりだした この日 山前圭佑さんがマーキングした１頭が

三重県で再捕獲された。

2003年９月15日 羽咋郡押水町宝達山 ３♂２♀１頭マーキング 一般参加者

■９月17日 宝達山で宝達小学校のマーキング会 ８時半～11時

７時半、宝達山には多数

のアサギが飛び交い、大量

。飛来が始まっているようだ

小学校のマーキング会と重

なり最高である。８時半に

スタートしたが、アサギマ

ダラは次から次へと飛んで

くる。最初は、車道に飛来

するアサギマダラを待ち受

、 、 。けていた子供達だが そのうち我慢できずに 足場の悪い林の中にドンドン入っていった

、 「 」 、 。６年生の上本秀太君が 滋賀県から飛来した ＸＸ159ＢＶ を再捕獲して 大いに盛り上がる

滋賀県からの飛来は、この時期逆方向となるが、数日前に能登半島沖を通過した台風14号に、吹き

飛ばされたらしい。

2003年９月17日 羽咋郡押水町宝達山 131頭マーキング 宝達小学校生徒

■９月17日 午後は特異日

マーキング会は午前中で終了し、午後は１人でマーキングを続ける。アサギマダラは、

どんどん飛来しているようで、子供達がマーキングしたアサギマダラの再捕獲は無い。快

調にマーキングを続けていると 岐阜県から飛来した個体を再捕獲する 宝達山で長年マー、 。

キングしているが、他地域から飛来した個体の再捕獲は、これまで数年に１頭有るか無い

かの状態だったので、１日に２頭とはいささかビックリした。岐阜県からの飛来も、台風

に翻弄された結果と思われる。ところが、驚かされたのは、これだけではなかった。この

マーク内容：ＸＸ１５９ＢＶ 直線移動距離：約２００ｋｍ 性別：♂

標識者 金田 忍 → 再捕獲者 宝達小学校６年 上本秀太

標識場所 滋賀県大津市びわ湖バレー 再捕獲地 石川県押水町宝達山

標識日時 2003年８月２日 14 30頃 再捕獲日時 2003年９月17日 9 50頃: :

マーク内容：03.09.15 宝だつ 圭佑 直線移動距離：約３４０ｋｍ

標識者 山前 圭佑 → 再捕獲者 児嶋 毅

標識地 石川県押水町宝達山 再捕獲地 三重県御浜町横垣峠

標識日 2003年９月15日 再捕獲日 2003年10月10日
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年に宝達山でマーキングされたアサギマダラのうち、５頭が日本各地で再捕獲されている

が その４頭までが この日の12時52分～14時28分の96分間にマーキングされたものであっ、 、

た。この年は８月16日から９月28日にかけて宝達山で431頭にマーキングされているが、

なぜ、この時間帯に集中したのか不思議でならない。良い風が吹いたのだろうか。

2003年９月17日 羽咋郡押水町宝達山 131頭マーキング 松井正人

■９月23日 第３回一般参加のマーキング会

宝達山は寒くなった。日中の気温は17度が最高で、これ以上は上がらなかった。そのせ

いか、アサギマダラもほとんど飛ばなかったが、羽化直後の様に羽が柔らかい２♀が観察

された。今日は３家族12人が参加。

2003年９月23日 羽咋郡押水町宝達山 ４頭マーキング 一般参加者

■９月28日 第４回一般参加のマーキング会

天気は上々、最高気温は17度のコンディションだったが、時期が遅くアサギマダラは移

動してしまったためか益々少なくなって、目撃だけに終わる。13時には土砂降りとなり、

今年のマーキング会は、これで終了となった。宝達小学校生徒の家族を含む２家族９人が

参加。

2003年９月28日 羽咋郡押水町宝達山 ２頭目撃 一般参加者

《まつい まさと 〒920-3121 金沢市大場町東871-15》

マーク内容：ＩＭＭ 130 ほうだつ 直線移動距離：約１１４０ｋｍ 性別：♂

標識者 松井 正人 → 再捕獲者 福島 誠

標識地 石川県押水町宝達山 再捕獲地 鹿児島県大島郡喜界町滝川林道

標識日 2003年９月17日 再捕獲日 2003年11月１日

マーク内容：M.I 25 8/30 HIW 直線移動距離：約１１０ｋｍ 性別：♂

標識者 犬嶋 満 → 再捕獲者 松井 正人

標識地 岐阜県高根村日和田高原 再捕獲地 石川県押水町宝達山

標識日 2003年８月30日 再捕獲日 2003年９月17日

マーク内容：ＩＭＭ 157 ほうだつ 直線移動距離：約３８０ｋｍ 性別：♂

標識者 松井 正人 → 再捕獲者 児嶋 毅

標識地 石川県押水町宝達山 再捕獲地 和歌山県西牟婁郡串本町潮岬

標識日 2003年９月17日 再捕獲日 2003年11月７日

マーク内容：ＩＭＭ 158 ほうだつ 直線移動距離：約２３０ｋｍ 性別：♂

標識者 松井 正人 → 再捕獲者 榊原 君江

標識地 石川県押水町宝達山 再捕獲地 愛知県南知多町山海

標識日 2003年９月17日 再捕獲日 2003年10月20日

マーク内容：ＩＭＭ 171 ほうだつ 直線移動距離：約３６０ｋｍ 性別：♂

標識者 松井 正人 → 再捕獲者 藤井 恒

標識地 石川県押水町宝達山 再捕獲地 和歌山県日高町西山

標識日 2003年９月17日 再捕獲日 2003年10月10日
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毎

日

が

虫

採

り

お

じ

さ

ん

日
吉
氏
、
七
月
の
採
集
行
が
二

十
三
回
、
八
月
は
十
六
日
ま
で
に

十
五
回
と
、
ほ
ぼ
毎
日
採
集
に
出

か
け
て
い
る
。
夏
の
暑
い
盛
り
は

採
集
行
か
ら
遠
の
く
も
の
だ
が
、

こ
の
誰
も
採
集
に
出
な
い
時
期
に

採
集
に
出
る
と
、
思
わ
ぬ
も
の
が

見
付
か
る
事
が
あ
る
。
か
つ
て
ム

モ
ン
ア
カ
シ
ジ
ミ
が
再
発
見
さ
れ

た
の
も
、
こ
の
こ
ろ
だ
っ
た
。

毎

日

が

餌

採

り

お

じ

さ

ん

細
沼
氏
、
八
月
初
め
に
採
集
し

た
ク
ロ
コ
ム
ラ
が
産
卵
し
、
現
在

飼
育
地
獄
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
。

越
冬
幼
虫
に
成
る
と
思
い
こ
ん
で

い
た
が
、
年
内
に
羽
化
す
る
よ
う

で
、
ま
る
ま
る
太
っ
た
幼
虫
が
バ

リ
バ
リ
と
音
を
立
て
て
餌
を
食
べ

尽
く
し
、
補
充
に
追
わ
れ
て
い
る
。

密
か
に
蔓
延
す
る
ナ
ナ
フ
シ
風
邪

奄
美
の
コ
ブ
ナ
ナ
や
西
表
の
ツ

ダ
ナ
ナ
な
ど
の
採
集
に
思
い
を
馳

せ
、
ト
ゲ
ナ
ナ
の
観
察
に
は
余
念

が
な
い
。
あ
の
体
型
、
あ
の
生
態

と
や
か
ま
し
い
。
い
つ
の
間
に
か

虜
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
Ｍ
と
Ａ
。

こ
の
風
邪
、
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
風
邪
の

よ
う
に
蔓
延
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

ア

オ

タ

テ

ハ

モ

ド

キ

が

孵

化

三
十
八
年
ぶ
り
の
ア
オ
タ
テ
ハ

モ
ド
キ
、
こ
ん
な
チ
ャ
ン
ス
は
二

度
と
無
い
と
、
採
卵
に
挑
戦
し
た

ま
で
は
良
か
っ
た
が
、
産
ま
な
い
。

虫
メ
ガ
ネ
で
食
草
を
隅
々
ま
で
見

て
も
産
ん
で
な
い
。
あ
る
日
、
キ

ラ
リ
と
光
る
も
の
が
あ
り
、
虫
メ

ガ
ネ
で
見
る
と
卵
だ
っ
た
。
そ
し

て
、
そ
の
後
ろ
に
は
、
既
に
幼
虫

が
。
や
っ
ぱ
り
老
眼
鏡
が
必
要
か
。

熊
に
見
張
ら
れ
身
動
き
で
き
ず

日
吉
、
石
畑
の
輪
島
コ
ン
ビ
は
、

キ
ベ
リ
や
エ
ル
を
狙
っ
て
、
奥
飛

騨
、
乗
鞍
方
面
へ
。
安
房
平
の
見

渡
す
限
り
の
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
と

か
、
安
房
峠
で
熊
に
見
張
ら
れ
車

か
ら
降
り
ら
れ
な
か
っ
た
と
か
、

楽
し
い
話
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

国
土
地
理
院
の
地
図
閲
覧
サ
ー
ビ
ス

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
二
万
五
千

分
の
一
の
地
形
図
が
閲
覧
で
き
る

が
、
以
前
は
地
図
が
古
か
っ
た
り
印

刷
で
き
な
か
っ
た
り
と
使
え
な
か
っ

た
が
、
今
は
使
い
勝
手
が
改
善
さ

れ
た
。
紙
地
図
の
販
売
場
所
や
購

入
方
法
等
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

宝

達

山

に

入

り

浸

り

松
井
氏
、
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
の

マ
ー
キ
ン
グ
シ
ー
ズ
ン
に
入
っ
て

か
ら
は
、
宝
達
山
に
入
り
浸
り
。

今
年
は
気
温
の
高
い
日
が
続
き
、

ア
サ
ギ
の
飛
来
も
好
調
で
マ
ー
キ

ン
グ
会
も
盛
況
と
か
。
多
数
の
再

捕
獲
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

ア

サ

ギ

マ

ダ

ラ

の

お

姉

さ

ん

宝
達
山
の
「
山
の
龍
宮
城
」
で
、

「
マ
ー
キ
ン
グ
し
ま
せ
ん
か
」
と

声
を
か
け
ら
れ
た
。
振
り
向
け
ば
、

往
年
の
タ
カ
ラ
ジ
ェ
ン
ヌ
を
思
わ

せ
る
お
姉
さ
ん
が
、
微
笑
ん
だ
。

山
の
龍
宮
城
で
は
、
期
間
限
定
で

ア
サ
ギ
の
マ
ー
キ
ン
グ
が
体
験
で

き
、
再
捕
獲
さ
れ
れ
ば
、
連
絡
も

も
ら
え
る
。

真
夏
に
材
内
ア
オ
マ
ダ
ラ
タ
マ
ム
シ

タ
マ
ム
シ
の
魅
力
に
取
り
付
か

れ
た
浅
地
氏
、
大
物
ア
オ
マ
ダ
ラ

の
材
を
採
集
し
て
き
た
が
、
来
春

ま
で
待
て
ず
、
材
を
割
っ
て
み
る

と
、
な
ん
と
成
虫
。
ラ
ッ
キ
ー
と

喜
ん
で
い
る
が
、
こ
の
時
期
に
な

ぜ
材
内
成
虫
な
の
か
。

例

会

の

記

録

八
月
五
日
（
木
）
城
南
管
工
一

階
に
て
、
午
後
八
時
か
ら
開
催
。

今
回
は
、
「
福
井
の
大
洪
水
と

昆
虫
採
集
」
に
つ
い
て
、
山
岸
氏

の
実
話
。
北
海
道
で
虫
採
り
し
て

ニ
ン
マ
リ
し
て
い
る
時
に
、
福
井

で
は
大
雨
が
降
り
、
堤
防
が
切
れ

た
ら
ひ
と
た
ま
り
も
無
い
と
奥
さ

ん
か
ら
緊
急
電
話
が
入
っ
た
と

か
。
そ
こ
で
氏
は
、
・
・
・

そ
の
他
の
話
題
は
、
石
徹
白
の

チ
ャ
マ
ダ
ラ
と
オ
オ
ウ
ラ
ギ
ン
、

赤
兎
登
山
口
の
エ
ル
、
今
年
の
ヤ

マ
ゴ
マ
は
大
き
く
て
青
い
、
オ
オ

ギ
ン
ヤ
ン
マ
と
ウ
ス
イ
ロ
コ
ノ
マ

が
大
漁
の
年
、
能
登
の
ト
ゲ
ナ
ナ

フ
シ
、
落
ち
葉
に
ス
プ
レ
ー
式
殺

虫
剤
、
な
ど
な
ど
。

参
加
は
、
中
西
、
浅
地
、
生
田

耕
、
久
慈
、
竹
谷
、
松
井
、
山
岸
、

井
村
、
吉
村
の
九
人
。

【
表
紙
デ
ザ
イ
ン

：

小
幡
英
典
】

【
表
紙
イ
ラ
ス
ト

：

坂
原

圭
】

ＴＯＢＵ Ｎｏ.１７０ ＯＣＴ. ２００４
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ヘ

グ

ラ

ニ

イ

ニ

イ

採

集

さ

る

輪
島
沖
五
十
キ
ロ
の
日
本
海
に

浮
か
ぶ
孤
島
、
舳
倉
島
で
ニ
イ
ニ

イ
ゼ
ミ
が
初
確
認
さ
れ
た
。
情
報

源
の
鳥
屋
さ
ん
、
採
集
者
の
分
校

の
先
生
、
両
者
を
取
り
持
っ
た
日

吉
氏
、
三
者
の
連
携
が
初
記
録
に

結
び
つ
い
た
。
調
査
し
づ
ら
い
場

所
の
調
査
は
、
こ
の
よ
う
に
取
り

組
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。

念
願
の
ア
カ
コ
ム
ラ
に
有
頂
天

日
吉
氏
、
輪
島
の
定
点
調
査
地

で
ア
カ
コ
ム
ラ
を
採
集
し
、
万
歳

三
唱
。
輪
島
の
ア
カ
は
超
珍
品
、

昆
虫
人
生
三
十
五
年
の
末
、
よ
う

や
く
採
集
に
こ
ぎ
着
け
た
。
世
間

と
は
全
く
逆
の
、
こ
ん
な
場
所
も

有
る
の
で
す
。

キ
ゴ
山
サ
マ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル

澤
田
、
松
井
の
啓
蒙
コ
ン
ビ
、

昆
虫
採
集
の
楽
し
さ
、
奥
の
深
さ

を
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
、
夏
休

み
中
の
小
学
生
と
中
学
生
を
相
手

に
、
一
泊
二
日
の
虫
採
り
を
し
た
。

子
供
達
は
、
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
の

マ
ー
キ
ン
グ
に
手
を
震
わ
せ
、
オ

オ
ム
ラ
サ
キ
の
飛
来
や
陸
棲
ホ
タ

ル
の
光
に
歓
声
を
上
げ
た
。

輪
島
で
ま
た
も
や
ウ
ス
イ
ロ
コ
ノ
マ

昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
も
輪

島
で
ウ
ス
イ
ロ
コ
ノ
マ
が
採
れ

た
。
定
点
調
査
を
続
け
て
い
る
日

吉
氏
、
昨
年
と
同
じ
場
所
で
、
ほ

ぼ
同
時
期
に
観
察
し
た
が
、
い
つ

頃
ど
の
よ
う
な
経
路
で
輪
島
に
侵

入
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

里
山
の
自
然
環
境
調
査
報
告
書

い
し
か
わ
動
物
園
が
、
動
物
園

周
辺
で
、
三
年
が
か
り
の
動
植
物

調
査
を
実
施
し
、
報
告
書
を
作
成

し
た
。
調
査
地
は
、
標
高
百
二
十

メ
ー
ト
ル
以
下
の
丘
陵
地
に
広
が

る
里
山
で
、
昆
虫
は
八
百
六
十
七

種
、
植
物
は
四
百
九
十
種
、
キ
ノ

コ
は
三
百
七
十
五
種
が
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
正
式
名
称

は
、
「
体
験
学
習
・
自
然
観
察
ガ

イ
ド
（
い
し
か
わ
動
物
園
周
辺
自

然
環
境
調
査
報
告
書
）
」
。

ア
オ
タ
テ
ハ
モ
ド
キ
県
内
で
発
生
か

八
月
十
六
日
、
金
沢
で
ア
オ
タ

テ
ハ
モ
ド
キ
が
採
集
さ
れ
た
。
今

年
は
、
七
月
に
米
子
と
串
木
野
で

も
採
れ
て
い
る
。
ひ
ょ
っ
と
す
る

と
、
そ
の
時
に
飛
来
し
た
も
の
が

産
卵
し
、
二
次
発
生
し
た
の
か
も

し
れ
な
い
が
、
追
加
記
録
は
な
い
。

韓
国
と
北
海
道
で
マ
ー
キ
ン
グ

台
湾
を
含
む
広
い
範
囲
で
渡
り

を
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る

ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
、
今
年
は
、
韓
国

や
北
海
道
で
も
マ
ー
キ
ン
グ
さ
れ

て
い
る
。
北
海
道
の
ア
サ
ギ
は
希

な
事
も
あ
っ
て
採
集
さ
れ
て
い
た

が
、
今
年
は
函
館
で
多
数
マ
ー
キ

ン
グ
さ
れ
た
。
韓
国
の
「
Ｍ
Ｊ
」

マ
ー
ク
、
北
海
道
の
「
ハ
コ
ダ
テ
」

マ
ー
ク
、
い
っ
た
い
何
処
で
再
捕

獲
さ
れ
る
の
か
。

翔 １７０ 号 例会は偶数月・５月・７月の第１木曜日８時から

Tobu 2004年10月10日発行 ＴＥＬ参加もＯＫです（076-244-3318）
百 万 石 蝶 談 会

http://homepage3.nifty.com/100man/ 至平和町 ここの事務所でやってるよ

金沢市大場町東871-15 松井方 Ý
2 920-3121 5 076 -258 -2727 自衛隊

郵 便 振 替 0 0 7 5 0-８ -５６２ 喫茶モナリザ

印 刷 小西紙店印刷所 犀川

ＴＯＢＵ Ｎｏ.１７０ ＯＣＴ. ２００４

会
員
の
動
き
・
し
ゃ
ば
の
動
き
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